令和７年度　丸亀市の全国学力・学習状況調査結果について

丸亀市教育委員会
１　全国学力・学習状況調査の目的
（１）文部科学省は、義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な児童生徒の学力や学習状況を把握・分析して教育施策の成果と課題を検証し、その改善を図るとともに、学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てるために、本調査を実施しました。ただし、本調査により測定できる学力は、特定の一部分であり、これ以外にも様々な資質や能力が、学校教育によって育まれていると考えています。
（２）丸亀市教育委員会は、本市の教育の結果を把握し、指導の改善に向けて有効に活用するために、本調査に参加しました。

２　調査に実施状況
（１）調査実施日　　令和７年４月１７日（木）
（２）調査対象　　　対象学年の児童生徒が在籍しない広島小・中学校を除く市内公立全小・中学校
　　　　　　　　　　小学６年生（９７１人）　中学３年生（８９１人）
（３）調査内容　　　①　教科に関する調査　国語、算数・数学、理科
　　　　　　　　　　②　生活習慣や学習環境等に関する質問紙調査

３　教科に関する調査結果の概況
	【小学校】国語、算数、理科ともに、市の平均正答率は、全国の平均正答率とほぼ同等の結果でした。
【中学校】国語と数学の市の平均正答率は、全国の平均正答率を少し下回りました。また、学習用端末を使ってオンラインで出題・解答するＣＢＴ方式で行われた理科については、国際的な学力調査で用いられる「ＩＲＴ（項目反応理論）スコア」が、全国のＩＲＴスコアを少し下回りました。


※　平均正答率とは、全問題数に対する平均正答数の割合で、高い数値ほど良好と言えます。
※　ＩＲＴスコアとは、ＩＲＴに基づいて各設問の正誤パターンの状況から学力を推定し、５００を基準にした得点で表すもので、高い数値ほど良好と言えます。

４　小学校　国語について
[bookmark: _Hlk210376810]（１）平均正答率からみた学力・学習状況の傾向
[bookmark: _Hlk210370611]　　※　表中□印は良好な内容を示し、■印は課題と考えられる内容を示しています。また、「出題の趣旨」は、内容を要約して表記しています。
	□目的や意図に応じて簡単に書いたり詳しく書いたりするなど、自分の考えが伝わるように書き表し方を工夫することができる。

	□目的に応じて、文章と図表などを結び付けるなどして必要な情報を見付けることができる。

	■学年別漢字配当表に示されている漢字を文の中で正しく使うことができる。

	■時間の経過による言葉の変化や世代による言葉の違いに気づくことができる。


（２）全体を通しての考察と授業改善の方向性
　　・　当該学年に配当されている漢字を、前の学年までに配当されている漢字と合わせて書き、文や文章の中で使おうとする習慣を身に付けるようにする。
　　・　時間の経過による言葉の変化や世代による言葉の違いに気づくために、自分たちが普段使っている言葉とは異なる言葉があることや、それぞれの世代には特有の言葉遣いがあることに気づき、言葉への関心を深めるようにする。

５　小学校　算数について
（１）平均正答率からみた学力・学習状況の傾向
　　※　表中□印は良好な内容を示し、■印は課題と考えられる内容を示しています。また、「出題の趣旨」は、内容を要約して表記しています。
	□台形の意味や性質について理解している。

	□目的に応じて適切なグラフを選択して出荷量の増減を判断し、その理由を言葉や数を用いて記述できる。

	■「１０％増量」の意味を解釈し、「増量後の量」が「増量前の量」の何倍になっているかを表すことができる。

	■角の大きさについて理解している。


（２）全体を通しての考察と授業改善の方向性
・　示された情報から基準量、比較量、比較の割合を正しく捉えるために、言葉や図で表したものを説明したり、言葉や図と式を関係づけながら数量の考察をしたりできるようにする。
・　角の大きさ比べをする際に、辺の開き具合に着目して比べることができるようにする。１つの頂点から出る２つの辺のうち、１つの辺だけ回転させて様々な大きさの角をつくる活動を取り入れるなど、角の大きさを辺の開き具合として捉えることができるようにする。

６　小学校　理科について
（１）平均正答率からみた学力・学習状況の傾向
　　※　表中□印は良好な内容を示し、■印は課題と考えられる内容を示しています。また、「出題の趣旨」は、内容を要約して表記しています。
	□電流がつくる磁力について、電磁石の強さは巻数によって変わることの知識が身に付いている。

	□発芽するために必要な条件について、実験の条件を制御した解決の方法を発想し、表現することができる。

	■レタスの種子の発芽の条件について、差異点や共通点を基に、新たな問題を見いだし、表現することができる。

	■乾電池のつなぎ方について、直列つなぎに関する知識が身に付いている。


（２）全体を通しての考察と授業改善の方向性
・　自然の事物・現象に働きかけて得た事実に基づいて、問題を見いだすために、観察、実験の結果を比較して、差異点や共通点を基に、具体的な条件に着目した問題を見いだす場面を設定するようにする。
・　電気回路づくりなどのものづくりの活動では、解決したい問題を見いだすようにしたり、学習を通して得た知識を活用して、理解を深めたりするようにする。

７　中学校　国語について
（１）平均正答率からみた学力・学習状況の傾向
　　※　表中□印は良好な内容を示し、■印は課題と考えられる内容を示しています。また、「出題の趣旨」は、内容を要約して表記しています。
	□事象や行為を表す語彙について理解している。

	■表現の効果について、根拠を明確にして考えることができる

	■自分の考えが伝わる文章になるように、根拠を明確にして書くことができる

	■書く内容の中心が明確になるように、内容のまとまりを意識して文章の構成や展開を考えることができる。


（２）全体を通しての考察と授業改善の方向性
・　表現の効果について考える際には、文章の内容を読み取ることと表現の効果を読み取ることとは異なった活動であることを意識し、表現方法の工夫とその効果について吟味したり話し合ったりするようにする。
　　・　自分の考えが伝わる文章を書くために、書く目的や相手を明確にし、考えを簡潔にまとめる活動に取り組むようにする。また、自分の考えを書き、その根拠となる事実を具体的に示し、考えと根拠を関連付けるようにする。その際に、接続する語句や指示する語句を用いて、伝えたい事柄とその根拠を適切に結び付けたり、事実や事柄を具体的に示したりして書くようにする。

８　中学校　数学について
（１）平均正答率からみた学力・学習状況の傾向
　　※　表中□印は良好な内容を示し、■印は課題と考えられる内容を示しています。また、「出題の趣旨」は、内容を要約して表記しています。
	□多角形の外角の意味を理解している。

	□相対度数の意味を理解している。

	■不確定な事象の起こりやすさの傾向を捉え、判断の理由を数学的な表現を用いて説明することができる。

	■事象に即して、グラフから必要な情報を読み取ることができる。


（２）全体を通しての考察と授業改善の方向性
・　事象の起こりやすさの傾向について直感的に予想したことが正しいかどうかや、条件を変えた場合について、確率を用いて考察し判断する過程や結果を通して、確率を用いることの意義やよさを実感できるようにする。
・　表やグラフと具体的な事象を対応させ、表やグラフから読み取ったことが具体的な事象では何を表しているかを捉える活動を取り入れるようにする。

９　中学校　理科について
（１）平均正答率からみた学力・学習状況の傾向
　　※　表中□印は良好な内容を示し、■印は課題と考えられる内容を示しています。また、「出題の趣旨」は、内容を要約して表記しています。
	□これまでに学習した理科の知識及び技能を基に、化学変化の分解の知識が概念として身に付いている。

	□実験の様子と、密度に関する知識及び技能を関連付けて、それぞれの気体の密度の大小関係を分析して解釈できる。

	■身近な電化製品の電気回路について探究する学習場面において、抵抗に関する知識が概念として身に付いている。

	■スケッチに関する知識及び技能が身に付いている。


（２）全体を通しての考察と授業改善の方向性
・　身近な電化製品の基盤や説明書の回路図などを観察して、「この電気回路に抵抗がなかったときどうなるか」などをグループで話し合うようにする。また、考察の妥当性を高めるために、観察・実験や適切な情報収集をするようにする。
・　スケッチでは、生物の体全体だけではなく、それぞれの部分の特徴や大きさ等を表現するようにする。また、お互いのスケッチを見せ合い、良い点や改善すべき点を話し合ったり、模範のスケッチと自分のスケッチを比較したりするようにする。

10　小学校　質問紙調査について
[bookmark: _Hlk210376926]（１）回答率からみた生活習慣や学習環境等の傾向
※　表中□印は良好な内容を示し、■印は課題と考えられる内容を示しています。
	□理科の問題で、解答を文章で書くものについて、全て最後まで書こうと努力した。

	□算数の問題で、言葉や数・式を使ってわけや求め方などを書くものについて、全て最後まで書こうと努力した。

	■自分がＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器を使って学校のプレゼンテーション（発表のスライド）を作成することができると思う。

	■自分がＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器を使って情報を整理する（図、表、グラフ、思考ツールなどを使ってまとめる）ことができると思う。


（２）結果について
[bookmark: _Hlk210659417][bookmark: _Hlk210371630]・　毎日同じ時刻に起床し、朝食を毎日食べている児童の割合が高い傾向が見られる。
・　学校に行くのは楽しい児童の割合が高い傾向が見られる。
・　「自分にはよいところがある」と思う児童の割合が、ここ５年間で最も高い傾向が見られる。
・　ＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器を使い、情報収集や文書作成に取り組めているものの、情報整理やプレゼンテーションなどの学習活動を充実されることが重要であると考えられる。

11　中学校　質問紙調査について
（１）回答率からみた生活習慣や学習環境等の傾向
※　表中□印は良好な内容を示し、■印は課題と考えられる内容を示しています。
	□数学の授業で、どのように考えたのかについて説明する活動をよく行っている。

	□数学の勉強は得意である。

	■自分がＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器で文章を作成する（文字、コメントを書くなど）ことができると思う。

	■自分がＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器を使って学校のプレゼンテーション（発表のスライド）を作成することができると思う。


（２）結果について
・　毎日同じ時刻に起床する生徒の割合が高い傾向が見られる一方、毎日同じ時刻に就寝する生徒の割合が低い傾向が見られる。
・　学校に行くのは楽しい生徒の割合や普段の生活の中で幸せな気分になることがある生徒の割合が高い傾向が見られる。
・　友達関係に満足している生徒の割合が年々増加し、高い傾向が見られる。
・　ＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器を使い、情報収集や文書作成、情報整理やプレゼンテーションなどの学習活動を充実されることが重要であると考えられる。
